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Ø 原子力安全に係わる組織の変更
(原子力安全・保安院→原子力安全規制委員会)

Ø 原子炉等規正法の見直し
・ｼﾋﾞｱｱｸｼﾃﾞﾝﾄを考慮した安全 ・最新の知見に基づく安全
・40年運転性の導入 … … etc.

Ø 新しい安全設備の導入、運用法確立、改良…
Ø プラントの長期停止に伴う環境変化への対応

・プラントの保管対策 ・再稼動の際の配慮
・継続した人材確保 ・技術伝承
… … etc.

Ø 指導者、研究者(学生)充実
Ø 魅力ある研究テーマの創出
Ø 産業界からの適切な情報入手
Ø 研究資金の確保

Ø 産・官・学の環境変化に伴う課題
の摘出

Ø 環境変化に順応した活動の構築
↓

（将来構想ワーキンググループ）
↓

Ø 水化学ロードマップの改定
(2016年度末)
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まとめ（第26回定例研究会における期待）

l 今回の研究会のテーマとして取り上げた「人材育成・情報整備」は、本部会（原子力業界）が
有効かつ健全な活動を継続するために不可欠な課題である。

l 以下のような現在の環境変化を踏まえ、各界が抱えている課題を掘り起こし、共通の課題を
抽出し、学会活動として取り組むべき活動方針を見出すことを期待したい。

1）建設プラントの減少

2）熟年技術者のリタイア/少子化

3) 震災に伴うプラントの長期停止

4）安全に係わる研究促進に係わる要求

5）学術研究機関おける基盤研究の整備と活性化に係わる要求

… … … etc.

l 以上を踏まえ、今回の研究会では、 第一部の講演において、各界を代表する方々より「人
材育成・情報整備」に係わる課題ご提示いただき、第二部のパネル討論では、各界が抱え
る課題踏まえ、課題解消のために学協会が取り組むべき方向性を導くために意見交換する
場を設けました。

l 活発な意見交換をお願いします。
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